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日時

会場

2026年 11月 1日（日） 8:00～8:50

C会場 ホテルニューオータニ博多 4F 飛翔の間
（〒810-0004 福岡市中央区渡辺通１-１-２）

小児アトピー性皮膚炎診療における治療選択を考える
―バリシチニブが活きる患者像とは―

＜講演1＞
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アトピー性皮膚炎治療 update 2026

臨床試験データと実臨床から考える
イブグリースQ4W投与の価値

＜講演2＞

【レブリキズマブの用法及び用量】
通常、成人及び12歳以上かつ体重40kg以上の小児には、レブリキズマブ（遺伝子組換え）として初回及び2週後に1回500mg、
4週以降、1回250mgを2週間隔で皮下投与する。なお、患者の状態に応じて、4週以降、1回250mgを4週間隔で皮下投与することができる。
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